
令和４年７月１１日
２ブロック大会　感染症対策ガイドライン
東京都中体連テニス第２ブロック
１．大会参加選手について

①大会参加を予定する選手は、約２週間前から検温などの体調経過観察を行ない健康管理の記録をとるようにしてください。
また、大会本部から「健康観察表」の提示を求められた場合は提示できるように会場に携行することとします。
②大会当日は、各家庭で検温を行い、保護者の判断で大会参加ができるか判断をしてください。大会参加ができると判断された場合は、「大会参加承認書」（別紙）に必要事項（保護者の承諾のサイン・緊急時連絡先など）を書き、保護者がサインの上、本人に携行させてください。※承認書がない場合は会場に入れません。
③会場では更衣室が利用できないので、選手は更衣を済ませてから会場に来るようにしてください。

④顧問及び選手は、会場校コート外ではマスク着用を義務とします。

⑤会場では、到着後手洗いを心がけるようにしてください。
２．参加校顧問の先生方へ

①顧問の先生（部活動指導員含む）の引率が必須です。試合会場が複数に渡り、全ての会場に引率がつけられない場合には、委任状対応を認めます。しかしその際にも必ずどこかの会場に顧問が引率することとし、委任状対応の会場には、熱中症生徒が出た場合の対応などから、原則、保護者引率（１名のみ）をつけてください。委任状には保護者引率の有無、保護者引率者の氏名を記載してください。保護者引率者は当日氏名が確認できるものを携帯し、顧問同様「コロナウイルス感染拡大防止のための協力書」を提出してください。
②顧問・引率者と出場選手以外、試合会場へは入場できません。

③会場へ入る際は、保護者が記入した「大会参加承認書」を確認の上、健康観察など問題がない選手のみを入場させてください。
④指定の時間までに生徒と一緒に受付を済ませてください。選手は「大会参加承認書」、引率者は「コロナウイルス感染拡大防止のための協力書」を毎回提出することとし、忘れた場合には失格となります。
３．コート内では
①コート内では、マスク着用義務ではありませんが、ペア同士でもソーシャルディスタンスを意識し、会話やペアでのハイタッチなども注意してください。
②得点板など、複数の人が利用した場合は、消毒などの対処をして、次の人が困らないようにしてください。

③試合後のあいさつも握手は行わず、黙礼のみ行います。

４．会場では、
①試合観戦時も、ソーシャルディスタンスを意識して観戦します。
②手洗い場やトイレなど、不特定多数の人が利用する場面では、おしゃべりをせず、長時間の利用はしないでください。

③ベンチ・審判台など、不特定多数が触れることのある物は触らないように意識して、手洗いを心がけるようにしてください。

５．会場を離れる際に

①いつも以上に、ゴミなどの持ち帰りは徹底してください。（マスク・除菌シートなどは特に）

②忘れ物があった場合は、基本的に会場校では保管しないで処分するようにします。

③試合後に、体調不良者が出て、関係諸機関に連絡が必要な場合、各顧問の先生にお問い合わせします。

